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認知症サポーター養成講座のご案内

宮古島市では、認知症の方やその家族が安心
して暮らし続けることができるよう、認知症
を正しく理解し、認知症の方や家族を温かく
見守り、状況に応じて声かけ等ができる「認
知症サポーター」の養成を行っています。認
知症についての基本的な事を再確認すること
も期待できます。
■対象 : 認知症について正しく理解したい方

なら誰でもOKです。( 最小開催人数５名〜）

■内容 : 時間は 60分〜 90分　認知症につい

ての理解や接し方などを学びます。

■講師 : 宮古島市認知症キャラバン・メイト

■費用 : 講師派遣費用、受講料は無料です。

出前開催します。

■お問合せ：高齢者支援課 介護予防係　
                                           ☎ 73-1979

※ 修了者には、認知症サポーターの証
となるオレンジリングを交付します！

黒穂病に罹った

さとうきび
− さとうきび農家の皆様へ −

「さとうきび黒穂病にご注意！」
黒穂病とは？

・さとうきびの先端から黒いカビの胞子がついた穂（黒穂）が出てくる病気。

・カビの胞子が風雨で飛散し、周囲のさとうきびに伝染する。

・5月〜 7月、10月〜 11月に多く発生する。

・新植での発病は少ないが、株出回数が多くなるにつれ多発する。

・感染したら枯死する。※ 宮古地域において過去に大発生し、大幅に減収した例がある。

黒穂病が発生したら？

・発病株は胞子が散らないよう、ビニールをかぶせて株を抜き取り、畑の外で処分する。

・黒穂が出る前に抜き取ると、効果が大きい。※ 黒穂病に罹った株はススキのように細くなり、高く伸びる。

・発病株が多い畑は更新する。

黒穂病を出さないためには？

・植付用の苗は新植の畑から取る。

　黒穂病が発生した畑からは絶対に採苗しない。

・市が委託設置している採苗圃の苗を入手し利用する。

・黒穂病抵抗性品種を利用する。

・何度も株出しをしている畑は、病気が発生していないか、特に注意する。

【お問合せ】沖縄県宮古農林水産振興センター 農業改良普及課　☎ 72-3149

                 宮古島市 農政課 農産振興係                                ☎ 76-6840
袋を被せて抜き取る

宮古保健所：B 型肝炎・C 型肝炎                      
                                                    　のご案内

無料検査
〜 7 月 28 日は日本肝炎デーです 〜　

 ( 肝臓週間：平成 30 年 7 月 23 日〜 29 日 )

次の項目に当てはまる方は、検査を受けましょう

■過去に健康診断で肝機能の異常を指摘されたが、
肝炎ウイルス検査を受けていない方
■母子感染予防策が実施されていなかった 1985 年
( 昭和 60 年 ) 以前に生まれた方
■家族に肝炎ウイルス保有者または肝がんの患者
さんがいる方
■ 1992 年 ( 平成 4 年 ) 以前に輸血を受けている方
■過去に一度も肝炎ウイルス検査を受けたことが
ない方

検査実施日：7 月 24 日 ( 火 )、25 日 ( 水 )、  
                           26 日 ( 木 )　9 時〜 11 時 /13 時〜 15 時

要予約：0980-73-5074( 肝臓週間以外は毎週火曜日・
　　　  木曜日に実施しています！ )
※過去に肝炎検査を受けたことのある人は有料と 

　 なります。

※陽性になった方へ検査費用の助成があります。

費用無料

【お問合せ】宮古保健所 健康推進班　☎ 73-5074

実施期間

実施回数
講座時間

講座会場

受講料無料！

UP

補助！

みなさんの応援団！

早めの対策が
大切です！


